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保険料について

沖縄県後期高齢者医療広頭連合のラ算は年間約1,OOO億 円で内訳は、ノム`費 (約 5割 )
500億円、後期高齢者支援金 (約 4割)400億 円、保険料 (約 1割)と して100億
円となつています。

保険料の内訳としては、被保険者に負担していただく保険料として70億円、保険料軽
減分で市町村に負担していただく保険料として30億円となっています。

財政のしくみ (ラ算 19000億 円)

沖縄県の被保険者一人当たりの医療給付費は約 100万円で、上躍の内訳から見ると
9割の90万円は公費及び支援金で賄われ、 1割の10万円を被保険者からの保険料
(7万円)と市町村繰入 (3万円)で賄つています。
平成24年度の沖縄県の被保険者一人当たりの平均保険料は約5万 7千円になつており
差額分の 1万 3千円についても、′ム`費で賄われています。 (臨時特例交付金等)
実質、†皮保険者が負担する医療費は全体の約0.6割になります。

被保険者からの保険料⇒70億円

保険料軽減分 (市町村繰入)⇒ 30億円

※保険料内訳



保険料の決まり方

保l寅料は、被保険者が均等に負担する「被保険者均等割額」と、被保険者の前年の所得に応じ
て決まる「所得割額」の合計額となります。

■

※保[寅料の最高賦課限度額は55万円です。

保険料の軽減

①均等割額の軽減

被保険者の属する世帯 (世帯主及び被保険者)の総所得金額が

→ 9割軽減

→ 8.5割軽減

→

基礎控除額 (33万円)+35万円 X世帯に属する被保険者数
を越えない世帯

→

※65歳以上のノ△ヽ的年金受給者は、軽減判定におしヽて年金所得から
15万円が控除されます。

―
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日

被保険者

均等割額

48′440円

一人当たりの

保険料 (年額 )

所 得 割 額

基礎控除 (33万円)X
後の総所得金額等

所得割率

8.8%

総所得金額等とは

・年金所得 (年金収入―公的年金控除額 )
・給与所得 (給与収入―給与所得控除額 )
・農業所得
・営業所得
・不動産所得
。その他の所得

基礎控除額 (33万円)を越えない世帯で、「被保険者全員が

年金収入80万円以下」の世帯 (その他各種所得がない場合 )

基礎控除額 (33万円)を越えない世帯

基礎控除額 (33万円)+24万 5千円 X世帯に属する被保険
者数 (被保険者の世帯主を除く)を越えない世帯

5割軽減

2割軽減

保険料の算定に用いる基礎控除額(33万円)後の所得金額
が58万円以下の方

所得割額
5割軽減

②所得割額の軽減

→



後期高齢者医療

制度に加入する

前日に被用者保

険の被扶養者で

あつた方

③被用者保[貞の被扶養者であつた方に対する軽減

→

保険料の計算例

※保険料の賦課のもととなる所得は、旧ただし書所得です。 旧ただし書所得とは、前年の総所得
金額及び山林所得金額並びに株式 。長期 (短期)譲渡所得金額等の合計から基礎控除額 33万円
を控除した額です (ただし、雑損失の繰越控除額は控除しません)

・軽減判定所得=ノム`的年金収入額―公的年金控除額-150,OOO円
。旧ただし書所得=公的年金収入額―公的年金控除額-330,OOO円

○後期高齢者の単身世帯 (収入が年金のみの場合 )

―
与

加入した月から2年間は、保険料の均等割額が5割軽
減されます。(所得割額の負担はありません)

(特別措置として、保険料の均等割額が9割軽減され
ていますが、この措置が当分の間継続されることに

なつています)

均等割額 ⇒ 9割軽減
所得割額 ⇒ なし

旧ただし書所得 85,36o円970,OOO円所得割額

48,440円¬,150,OOO円軽減判定所得±4-]等割額250万円

5割580,OOO円旧ただし書所得 25,520円所得割額

48,440円760,OOO円軽減判定所得均等割額211万 円

22,OOO円5害」500,OOO円旧ただし書所得所得割額

38,752円2害」680,OOO円軽減判定所得均等割額203万円

11,880円5割270,OOO円旧ただし善所得所得割額

38,752円2割450,OOO円軽減判定所得±4-]等割額180万円

6,600円5割150,OOO円旧ただし善所得所得割額

7,266円8.5割330,OOO円軽減判定所得均等割額168万円

O円O円旧ただし書所得所得割額

7,266円8.5害」180,OOO円軽減判定所得均等割額153万 円

O円O円旧ただし書所得所得割額

7,266円8.5害」O円軽減判定所得均等割額120万円

O円O円旧ただし書所得所得割額

4,844円9割O円軽激判定所得上4-]等割額80万 円

保険料軽河割合金額各所得等
ノム`的年金斗又入額

０
じ



○後期高齢者の夫婦二人世帯 (収入が年金のみの場合 )

※妻の軽減判定所得は世帯 (世帯主及び被保険者)の所得を見るため、夫と同額の軽減判定所得
になる。

4

O円O円旧ただし書所得所得割額

48,440円1,150,OOO円軽減判定所得均等割額80万 円妻

85,360円970,OOO円旧ただし書所得所得割額

48,440円1,150,OOO円軽激判定所得±4-]等割額250万 円夫

9

O円O円旧ただし書所得所得割額

38,752円2割1,OSO,OOO円軽減判定所得均等割額80万 円妻

74,800円850,OOO円旧ただし善所得所得割額

38,752円2割1,OSO,OOO円軽減判定所得均等割額238万 円夫

8

O円O円旧ただし書所得所得割額

38,752円2割760,OOO円軽減判定所得均等割額80万 円妻

25,520円5害」580,OOO円旧ただし書所得所得割額

38,752円2割76①,OOO円軽減判定所得均等割額211万 円夫

7

O円O円旧ただし書所得所得割額

24,220円5割575,OOO円軽減判定所得均等割額
80万 円妻

17,380円5割395,OOO円旧ただし書所得所得割額

24,220円5割575,OOO円軽減判定所得均等割額
192.5万円夫

6

O円O円旧ただし書所得所得割額

24,220円5割450,OOO円軽減判定所得均等割額
80万 円妻

11,880円5割270,OOO円旧ただし書所得所得割額

24,220円5割450,OOO円軽減判定所得均等割額
180万 円夫

5

O円O円旧ただし善所得所得割額

7,266円8.5害」330,OOO円軽減判定所得均等割額
80万 円妻

6,600円5害」150,OOO円旧ただし書所得所得割額

7,266円8.5害」330,OOO円軽減判定所得均等割額
168万 円夫

4

O円O円旧ただし書所得所得割額

7,266円8.5害」180,OOO円軽減判定所得均等割額
80万 円妻

O円O円旧ただし書所得所得割額

7,266円8.5害」180,OOO円軽減判定所得均等割額
153万 円夫

3

O円O円旧ただし書所得所得割額

7,266円8.5害」O円軽減判定所得均等割額
80万 円妻

O円O円旧ただし書所得所得割額

7,266円8.5害」O円軽減判定所得上十―]等割額
120万 円夫

2

O円O円旧ただし善所得所得割額

4,844円9害」O円軽減判定所得均等割額
80万 円妻

O円O円旧ただし善所得所得割額

4,844円9割O円軽減判定所得均等割額
80万 円夫

保険料軽減割合金額各所得等公的年金収入額




